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貧困が子育てに大きく影響している社会課題が浮き彫りになりました。また、団体の

規模に応じて収支計画をきっちりと考えて応募している事業が増えており、少ない財

源のなかで独自の活動を進める市民活動団体に、本アワードのような助成が切実に求

められていることを改めて実感した次第です。 

審査にあたっては、事業の先進性、創意工夫、社会性、実現性、効果と発展性、共

感と市民参加・資源の活用、資金計画の妥当性、新規チャレンジ性などの項目に加え

て、実施団体の継続性や運営体制、あるいは活動内容の項目を基準に、審査委員の真

摯な協議によって総合的な判断を行いました。いずれも地域の課題に真剣に向き合う

渾身の提案の中から受賞団体を決定した訳ですが、特に、大賞・優秀賞を受賞した３

団体は事業計画の社会性や実現性だけでなく、持ち味を活かした創意工夫や今後の効

果と発展性が高く評価されました。これらには及ばないながらも独自性などの点で高

く評価された５団体を奨励賞に決定しました。（※各受賞団体の事業プランや選考の講

評については、次ページ以降をご確認ください） 

そして、今回からスタートした「はぐくみコース」については、想定以上に多数の

応募があった中で、いずれも特徴ある事業プランの７団体をはぐくみ賞としました。

なお、今回、大賞と奨励賞から助成予定金額より申請額が少ない事業プランが受賞と

なったため、はぐくみ賞を当初予定の４団体から７団体に増やして、小規模団体への

幅広い支援としました。 

また、この他、選にもれた団体についても、その事業や熱意は受賞団体、はぐくみ

賞団体に匹敵するものであったことを付け加えておきます。 

 

３．今後への提言として 

「近畿ろうきんＮＰＯアワード」は、働く仲間の教育ローン利用の促進が、子ども

達の未来と地域の子育て支援に連動するという仕組みをめざして、公募型の助成プロ

グラムとして実施され、今回で９回を数えました。 

応募プランは、いずれも社会的ニーズに基づいた切実なものばかりで、「子育て支援」

が働く仲間にも共通する社会テーマであり、とりわけ、働く仲間の暮らしを支える《ろ

うきん》運動にとっても大きなテーマになることを確信するものです。また、《ろうき

ん》利用の促進が地域貢献につながるという仕組みを取り入れながら社会的アナウン

スを高めるなど、まさに、《ろうきん》に相応しい事業であると考えています。 

審査委員一同として、「近畿ろうきんＮＰＯアワード」のような《ろうきん》の特性

を生かした地域貢献型・利用者参加型の事業を、グッドマネーバンクの実践としてさ

らに工夫し、今後はより発展させた形でこのアワードの仕組みを継続いただきたいと

強く要請する次第です。２０１２年度からスタートした金庫の第５次中期経営計画で

は、「共助と共生」を柱とする共生戦略を通して、「すべての勤労者の笑顔のために」

が掲げられています。このためのアプローチの一つとして、本アワードでの「子ども

達の未来の応援」はまさに相応しいテーマだと実感します。今回、しっかりとした理
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念と活動基盤を持ちながらも、これまで助成になかなか至ることができなかった活動

規模の小さい団体への新しい支援方法として「はぐくみコース」を創設しました。子

育て支援を行うＮＰＯや市民団体からのこの「はぐくみコース」への関心は高く、応

募件数が増加した結果を鑑みれば、この方向性の継続は必須と考えるところです。ま

た、会員推進機構と一体となって進むろうきんとして、社会に役立つこうしたプログ

ラムが実践されていることを、各会員労働組合にも是非しっかりと伝えていければと

考えます。こうしたアナウンスにもさらに善処いただければと思います。 


